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長野労働局長による安全パトロールを実施します 
～労働災害ゼロを目指し、熱中症防止対策等について確認～ 

 

長野労働局（局長 木村 聡）では、全国安全週間の初日に  

あたる７月１日に労働災害ゼロを目指し、経営トップから現場

の労働者まで一人ひとりの安全意識を高めるため、労働局長に

よる安全パトロールを実施します。  

【全国安全週間】 

「人命尊重」という基本理念の下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く

一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること」を目的に、昭和３年から一度も中断す

ることなく続けられ、今年で99回目を迎えるもの。 
 

【資料】１ 長野労働局長安全パトロール実施現場 

２ 長野労働局長安全パトロールの取材上の注意事項等 

３ 第99回全国安全週間リーフレット 

４ STOP！熱中症 クールワークキャンペーン 

＜実施目的＞ 

全国安全週間（７月１日～７日）の実施に際し、広く自主的な労働災害防止対策の  

取組、推進等の呼びかけを図っているところです。 

これらの取組の一環として、令和７年に長野県内で発生した労働災害による死亡者11

人のうち、４人を占める建設業に対し、人命を守る取組として、長野労働局長による  

安全パトロールを実施するものです。安全パトロールでは、県内の建設業における労働

災害の約３割を占め、最も多く発生している「墜落・転落」災害防止対策及びこれから

の時期、特に発生が懸念される熱中症防止に係る取組を重点に確認を行う予定です。 

＜実施日時＞ 

令和８年７月１日(水) 午前９時40分 ～ 午前11時00分（予定） 

＜実施場所＞ 

  北野建設株式会社 （仮称）南長野北石堂町計画新築工事および自営工事 

（長野市大字南長野字石堂町並1429番１他） 

＜参加者＞ 

長野労働局 局長、労働基準部長、健康安全課長、長野労働基準監督署長 ほか 

労働基準局広報キャラクター 

たしかめたん 

是 非 取 材 を 

お願いします！ 

長野労働局発表 08－12 

令和８年６月 18 日 

【照会先】 

長野労働局労働基準部 

健康安全課長  矢島 一男 

  地方労働衛生専門官  牧野 宗一 

TEL：０２６-２２３-０５５４  

～安心して働ける信州のために～ 

長野労働局 



長野労働局長安全パトロール実施現場 
 

【工事名・施工業者】 

（仮称）南長野北石堂町計画新築工事および自営工事 

北野建設株式会社  

【工事概要】 

  工事場所：長野市大字南長野字石堂町並1429番1他 

  工  期：令和７年１月６日から令和９年８月19日 

  発 注 者：東京建物株式会社、穴吹興産株式会社 

  工事概要：集合住宅他の建築工事（Brillia 長野北石堂 ALPHA RESIDENCIA） 

     （１）本体建物 

       構造：ＲＣ造 

       階数、棟数：地上15階２棟（最高高さ：46.64ｍ） 

 建築面積：2,530.71㎡ 

（２）タワーパーキング 

構造：S造 

棟数：２棟（最高高さ：46.90ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

現場風景（令和８年６月） （参考）完成予想ＣＧ 

現場風景（令和８年６月） 



長野労働局長安全パトロールの取材上の注意事項等 
 

１ 当日スケジュール概要（予定） 

（１）午前 ９時 30分 報道関係者受付、事前説明等 

※報道関係者用の駐車スペースがありませんので、近隣の有料駐車場等への 

駐車をお願いします。 
（２）午前 ９時 40分 

・長野労働局長あいさつ、参加者紹介 

   ・工事概要、作業内容等の説明（施工者より） 

（３）午前 10時～ 労働局長による注意喚起、安全パトロール 

（４）午前 10時 35分頃～ パトロール講評他 

（５）午前 11時 00分頃 

・パトロール終了 

・長野労働局長取材対応 
 

２ 取材における留意事項 

（１）取材をされる場合は、６月30日(火)16:00までに健康安全課牧野あて連絡をお願い

します。 

（２）当日午前９時30分から受付を行います。なお、大雨等による実施困難な場合は、

中止としますが、その場合は、前日17：00以降若しくは当日朝こちらから連絡いた

します。 

（３）現場内はヘルメット着用のため、ヘルメット持参及び動きやすい服装でお越しく

ださい。 

（４）現場内では、安全確保のため、施工者他関係者の指示に従っていただくとともに、

立入禁止場所には、立ち入らないでください。 

（５）基本的に全行程で撮影が可能ですが、施工者の指示があった場合は、撮影をお控

えいただくことがあります。 
 

３ 案内図 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

パトロール現場（ショッピングプラザagain（アゲイン）跡地） 

出典：地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） 

北

https://maps.gsi.go.jp/


makinos
フリーテキスト
　資料３





【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災
害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全国警備業協
会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

熱中症対策情報はこちら

労働衛生管理体制の確立

事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し

熱中症予防の責任体制を確立

暑さ指数（WBGT）の
把握の準備
JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検

作業手順・作業計画の策定

暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止

に関する事項を含めた作業手順・作業計画を

策定

設備対策の検討

暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または

冷房設備、散水設備の設置を検討

休憩場所の確保の検討

冷房を備えた休憩場所や

涼しい休憩場所の確保を検討

服装の検討

透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や

送水により身体を冷却する機能をもつ服の

着用も検討

教育研修
の実施
管理者、作業者に

対する教育を実施

緊急時の対応の事前確認

緊急時の対応（異常時における連絡体制や

対応手順等）を確認し、関係者に周知

ガイド・教育動画 e-learning

yajimak
フリーテキスト
  8月

yajimak
フリーテキスト
　7月

yajimak
フリーテキスト
 重点取組期間

yajimak
フリーテキスト
長野県内では７～８月を

重点取組期間としています

yajimak
フリーテキスト
・ 長野労働局 ・ 労働基準監督署

makinos
フリーテキスト
　資料４



暑さ指数の低減

準備期間に検討した設備対策を実施

暑熱順化への対応

熱に慣らすため、7日以上かけて作業時間

の調整

※新規入職者や休み明け作業者は別途注意

すること

休憩場所の整備

準備期間に検討した休憩場所を設置

服装

準備期間に検討した服装を着用

作業時間の短縮
作業計画に基づき、暑さ指数に応じた休憩、

作業中止

プレクーリング

作業開始前や休憩時間中に深部体温を下げる

水分・塩分の摂取

水分と塩分を定期的に摂取（水分等を携行

させる等を考慮）

健康診断結果に基づく対応

次の疾病を持った方には医師等の意見を踏ま

え配慮 ①糖尿病 ②高血圧症 ③心疾患 ④腎

不全 ⑤精神・神経関係の疾患 ⑥広範囲の皮

膚疾患 ⑦感冒 ⑧下痢

日常の健康管理

当日の朝食の未摂取、睡眠不足、前日の多量

の飲酒が熱中症の発症に影響を与えることを

指導し、作業開始前に確認

作業中の作業者の
健康状態の確認
巡視を頻繁に行い声をかける、

「バディ」を組ませる等作業者にお互い

の健康状態を留意するよう指導

□ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加

□ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底

□ 水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底

□ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加

□ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施

□ 熱中症のおそれがある者を発見したときは、躊躇することなく救急隊を要請

異常時の
対応

あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等の周知徹底

少しでも本人や周りが異変を感じたら、あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等に基づき適切に対応

※必ず一旦作業を離れ、全身を濡らして送風することなどにより身体を冷却

※症状が回復しない場合は躊躇なく病院に搬送する（症状に応じて救急隊を要請）

（R８.２）

yajimak
フリーテキスト
7月～8月
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